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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

「市内を花でいっぱいに」�
花の苗の販売を行います

　今年も花の苗の

販売を行います。

本数に限りがあり、

また販売当日は大

変込み合いますので、

あらかじめ事務局（中

央公民館）へ花の種類、

本数をお申し込みください

（電話可）。代金は現地で徴収します。�

【苗の販売場所、種類、価格（一本につき）】�

▽販売場所　さかえフラワーセンター（栄字前綱地内

＝マックスバリュたかのす店の道路をはさんだ北側）�

▽種類と価格（３種類）　マリーゴールド（黄、オレンジ）

＝20円、サルビア（赤）＝30円�

▽申込期間　６月３日（水）～６月12日（金）�

【苗の販売日時】�

▽事前に申し込まれた方�

　６月20日（土）、21日（日）５：30～９：00�

▽当日購入する方�

　６月21日（日） 15：00～17：00�

※日時を厳守してください。当日は入れ物（ダンボール、

発泡スチロール等）を忘れずにお持ちください。　　　

　また、サルビア（赤）については苗の成長具合により、

引渡しが１週間ほど遅れる場合がありますのでご了承

ください。�

　なお、本数に限りがありますので、申し込み期間でも

数量に達した時点で締め切りますのでご了承ください。�

◎申し込み・お問い合わせ�

　北秋田市花いっぱい運動推進協議会（中央公民館）　

　　a62－1130

�

　
五
穀
豊
穣
と
獅
子

た
ち
の
恋
の
葛
藤
を

表
現
す
る
、雄
獅
子
・

中
獅
子
・
雌
獅
子
、節

度
を
も
っ
た
奴
踊
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

駒
踊
り
、勇
壮
な
八

つ
払
い
等
で
知
ら
れ

て
い
る「
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
」の
記
録
の
映

写
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

開
催
日
／
６
月
20
日（
土
）�

時
　
間
／
１
回
目
　
午
後
１
時
〜
３
時�

　
　
　
　
２
回
目
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分�

場
　
所
／
阿
仁
前
田「
四
季
美
館
」�

入
場
料
／
無
料（
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
）�

◎
お
問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　
森
吉
公
民
館
　
a
72-

３
２
５
９�

�

お
と�

�

　
七
宝
焼
き
の
色
彩
の
美
し
さ
と
暖
か
さ
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
表
現
し
ま
せ
ん
か
。�

期
　
間
／
６
月
〜
10
月
第
３
火
曜
日�

　
　
　
　
※
第
１
回
開
催
日
６
月
16
日（
火
）�

講
　
師
／
工
藤
正
子
さ
ん�

場
　
所
／
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

対
　
象
／
ど
な
た
で
も
可(

要
材
料
費
）�

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
　
　
　
森
吉
公
民
館
　
a
72-

３
２
５
９�

　
市
文
化
会
館
展
示
室
に
お
い
て
、「
秋
田
の

狩
猟
文
化
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。こ
の

展
示
は
２
月
ま
で
大

仙
市
の
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
第
２
回

企
画
展
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
を
、内

容
を
一
部
変
更
し
て

展
示
す
る
も
の
で
、

県
内
で
は
北
秋
田
市
の
み
の
開
催
と
な
り
ま

す
。�

　
展
示
テ
ー
マ
は
①
旧
石
器
時
代
、②
縄
文

時
代
、③
現
代
の
マ
タ
ギ
文
化
、④
マ
タ
ギ
研

究
と
県
考
古
学
の
先
駆
者
―
武
藤
鉄
城
の
４

つ
に
分
か
れ
、市
域
で
は
出
土
例
の
少
な
い

旧
石
器
時
代
の
資
料
や
縄
文
時
代
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
入
り
土
器
、武
藤
鉄
城
の
自
筆
の
原
稿

な
ど
、珍
し
い
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、会
期
中
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

主
　
　
催
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

共
　
　
催
／
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー�

会
　
　
場
／
市
文
化
会
館
　
資
料
展
示
室�

日
　
　
時
／
平
成
21
年
４
月
30
日（
木
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
７
月
５
日（
日
）�

会
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

　
　
　（
※
水
曜
日
は
休
館
と
な
り
ま
す
）�

※
入
場
無
料（
見
学
の
際
は
事
務
室
に
声
を

　
か
け
て
く
だ
さ
い
）�

県
指
定
無
形
文
化
財�

「
阿
仁
前
田
獅
子
踊
り
」映
写
会

県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
巡
回
企
画
展�

「
秋
田
の
狩
猟
文
化
」開
催
中

森
吉
公
民
館
講
座
募
集�

ア
ト
リ
エ「
七
宝
焼
き
」

販売された花（苗）で彩られた花壇販売された花（苗）で彩られた花壇
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ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

　
高
齢
者
の
生
涯
学
習
講
座「
高
鷹（
こ

う
よ
う
）大
学
」（
佐
藤
善
壽
学
長
）の

入
学
・
開
講
式
が
５
月
12
日
、市
文
化

会
館
で
開
か
れ
、大
学
生
た
ち
の
今
年

度
の
学
習
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
　
＊
　
　
　
　
＊�

　
開
講
式
で
は
、「
君
が
代
」、「
校
歌（
旧

鷹
巣
町
民
歌
）斉
唱
」に
続
き
、新
入

生
点
呼
が
行
わ
れ
、大
き
な
声
で
返

事
を
す
る
新
入
生
た
ち
を
、先
輩
た

ち
が
温
か
い
拍
手
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、式
辞
で
は
杉
渕
教
育
次
長
、

来
賓
の
吉
岡
市
議
会
議
長
が「
大
学

で
の
学
習
活
動
と
こ
れ
ま
で
の
体
験

を
活
か
し
て
、こ
れ
か
ら
も
若
い
世

代
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、新
入
生
を
代
表
し
て

三
澤
伸
子
さ
ん（
宮
前
町
）が
、「
盛
大

で
厳
か
な
歓
迎
を
い
た
だ
き
新
入
生

一
同
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、講
師
の
先
生
や
諸
先

輩
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、高
鷹
大
学
の

一
員
と
し
て
、真
摯
に
楽
し
く
学
ぶ

つ
も
り
で
す
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
開
校
式
終
了
後
、第
１
回
講
座
と

し
て
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化

班
の
榎
本
剛
治
主
任
学
芸
員
に
よ
る

記
念
講
演「
縄
文
人
に
い
ざ
な
う
」が

行
わ
れ
、縄
文
人
の
生
活
や
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
新
秋
田
風
土
記
　
鷹
巣
町

（
昭
和
39
年
秋
田
放
送
制
作
）」も
上

映
さ
れ
、
45
年
前
の
鷹
巣
町
の
街
並

み
や
人
々
の
活
動
を
見
な
が
ら
、当

時
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。�

�

※
５
月
18
日
に
森
吉
大
学
、
20
日
に

阿
仁
活
き
生
き
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
入

学
・
開
講
式
、29
日
に
は
合
川
こ
と
ぶ

き
大
学
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
様
子
は
次
号
で
紹
介
し
ま

す
。�

�

21
年
度
高
齢
者
大
学
が
ス
タ
ー
ト�

鷹
巣
地
区
の
高
鷹
大
学
は
３
０
９
人
で

16
�

　
鷹
巣
神
社
の
入
口
に
あ
る
２
本
の
大
き
な
欅

(

け
や
き)

の
木
で
、長
い
間
地
区
の
人
々
を
見

守
っ
て
き
た
御
神
木
で
す
。�

　
写
真
右
側
の
幹
回
り
が
３
・
５
メ
ー
ト
ル
、左

側
は
４
・
７
メ
ー
ト
ル
で
、い
ず
れ
に
も
大
き
な

瘤(

こ
ぶ)

が
つ
い
て
い
ま
す
。樹
齢
は
約
３
５

０
年
以
上
経
過
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
、今
な

お
勢
い
が
あ
り
元
気
で
す
。旧
鷹
巣
地
区
で
は
、

「
相
善
杉
」（
綴
子
大
畑
地
区
）、「
千
年
桂
」（
綴
子

神
社
境
内
）、「
マ
イ
ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
」（
鷹

巣
農
林
高
校
内
）と
と
も
に
貴
重
な
天
然
記
念

物
で
あ
り
、今
後
と
も
市
民
で
大
切
に
保
存
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。�

　「
白
鷹
伝
説
」に
よ
る
と
、今
の
鷹
巣
神
社
の

森
に
雌
雄
夫
婦
の
鷹
が
棲
ん
で
い
た
が
、あ
る

と
き
迷
い
込
ん
で
き
た
荒
鷹
に
雄
鷹
が
殺
さ
れ

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、雌
鷹
に
白
い
鷹
が
生
ま
れ
、

成
長
し
た
後
、敵
討
ち
と
い
う
こ
と
で
憎
い
荒

鷹
を
捕
ら
え
て
大
欅
に
止
ま
っ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。そ
こ
か
ら「
鷹
巣
」と
い
う
地
名
が
付
い

た
と
い
う
説
で
す
。ま
た
、地
形
上
こ
の
地
方
が

小
高
い
段
丘
の
台
地
と
な
っ
て
い
て
、「
高
洲（
た

か
す
）」と
い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
説

も
有
力
で
す
。い
ず
れ
鷹
巣
は
、近
世
の
新
田
村

で
す
。�

　
鷹
巣
の
始
め
は
、南
部
の
鹿
角
か
ら
移
住
し

て
き
た
兵
部
と
い
う
人
で
、「
兵
部
羽
立
」と
言
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。慶
安
元
年（
１
６
４
８
）大

館
城
代
家
老
小
山
縫
殿
之
丞
は
、鷹
巣
村
を
開

拓
し
、そ
の
後
初
代
肝
煎
と
し
て
斎
藤
伊
勢
と

い
う
人
を
任
命
し
ま
し
た
。伊
勢
は
本
格
的
に

新
田
開
発
を
進
め
、村
が
飛
躍
的
に
発
展
し
ま

し
た
。こ
の
こ
ろ
か
ら「
市
」が
始
ま
り
、村
人
で

と
て
も
賑
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、斎
藤
伊
勢
は
鷹
巣
神
社
を
創
立
し
た

功
労
者
で
も
あ
り
ま
す
。開
発
当
時
の
神
社
は
、

皇
太
神
宮（
現
鷹
巣
農
林
高
校
付
近
）、愛
后
山

（
現
中
央
公
民
館
付
近
）、そ
し
て
八
幡
宮（
現
在

地
）の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
42

年
一
緒
に
な
っ
て「
鷹
巣
神
社
」と
な
り
ま
し
た
。�

▽
昭
和
53
年
２
月
鷹
巣
町
指
定
有
形
文
化
財
。�

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」、「
合
併
10
年
史
」、

「
た
か
の
す
地
名
探
訪
」ほ
か
／
北
秋
田
市
文
化

財
保
護
審
議
委
員

照
内
捷
二�

▲鷹巣地区の高鷹大学入学・開校式

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
　

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
宮
前
町
10
番
37
号�

「
大
　
欅
　
二
　
本
」�

◇
所
有
者
・
鷹
巣
神
社�

�
天
然
記
念
物
樹
木
�
　

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財「
大
欅
」

▼ お
お
け
や
き�


